










































































































































































































































































































































































































































































































































































表18 職 種 '」鉱 夫 数12)(磐 城炭張隅)


































































朝 鮮 人 鉱 夫
19換年10月末








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表20 寮  収  容  人  員  (磐 城炭蹟冊)
1942年 6月 1943年 3月
日本人 1 朝 鮮




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表2 1 災害 死 傷 者 数
仙台 ・東京鉱山監督局管内






























































産 業 務上のみ「T上 し(め つo







北 海 1 東 北 東 部 1 宇 部 十九 ) ‖‖
再
１














































































































































































































































































































































































































































1 9 4 3 年 度
解雇事由
計  +19,21抑H叩 ‖58引∞,
期 間 満 了







其   他
解4み
注 1 主 要炭鉱とは年産 5万 トン以上の炭鉱。
2 朝 鮮人鉱夫の応召 ・入営による解雇は 1944年5月 に始まる。








































































































































1 5 1 6 3































































































































































































































































































































































注 ユ 上 段は業務上,( )内 は業務外である。
2 調 査範囲は全国主要炭鉱 (179鉱)と する。
出所 :石炭統制会労務部文書
繰―話|ギ需酸博鞍














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































弟 計十L引 H l L21封W‖L
一は被強制運行朝鮮人が在籍しない。






























































































































1 53 1 36
注 1 業 務上のみ,負 傷は重傷者のみ計上してある。
2 死 傷率は各期間末在籍数 1,000名に対する比率 (千分率 %θ,年 率換算)を 示す。
3 朝 鮮人は既住朝鮮人を含む。
4 た だし本表に集計漏れの死傷例も多いと思われる。






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































磐 成 長 倉
磐 城
磐 城 内 郷
磐 城 内 郷
碁 城 内 郷
古 河 好 間
古 河 好 間
入 山 湯 本
磐 城 内 郷
磐 城 長 倉
入 山 湯 本
磐 城 内 郷
古 河 好 間
磐 城 長 倉
磐 城 内 郷
古 河 好 問
大日本勿来
古 河 好 間
磐 城 内 郷

























常 磐 内 郷












飯米の削減 (8合 →58合 )


























1943  1 25
8 23
1944  2  5
と 上 岡炭鉱は福島県双葉郡に位置する。ただし被強制連行朝鮮人は在籍
しない。











































































































































































































































































































警祭か算と し, 4ね た逮









5名 に懲役 6月 ～ 4月 ,4名 に罰金70円の 判 決
警察が厳重説諭し釈放









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































- 8 1 -
表27 朝 鮮人鉱夫の怠業 1945年 10月22日現
「在
帰 遠 希 望 数

































東 北 前 田














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































―- 82 +~一- 83 -―
表28 離 山朝鮮人数 1945年11月17日現在
離 山 朝 鮮 人 数




































































































































































































































































































































































































































































































|     |20q 16¬
済ょ、μ朝雑イ
出所 :石炭統帝」会東部支部
40utline of J5ban COal"








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































―- 88 -一―- 89 -―































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































―- 92 -―一- 93 -―
ち
回
答
書
を
引
き
出
せ
た
の
は
常
磐
と
日
膏
赤
井
が
確
認
さ
れ
る
。
的
　
以
下
、
石
炭
統
制
会
東
郡
支
部
文
書
に
よ
る
。
側
　
要
求
書
の
詳
細
な
内
容
は
不
明
。
働
　
単剛
註
に
同
じ
。
印
　
回
答
書
全
文
は
、
拙
稿
「
八
・
一
二
直
後
の
朝
鮮
人
炭
張
夫
の
間
い
」
一参
昭
偶
的
　
側
に
同
じ
。
側
的
に
同
じ
。
四
的
に
同
じ
。
的
　
テ」
う
し
た
朝
鮮
人
を
「
ヤ
ミ
輸
送
」
で
高
萩
駅
か
ら
博
多
、
下
関
ま
で
引
率
し
、
釜
山
港
に
帰
し
た
。
ま
た
山
田
県
内
の
小
さ
な
漁
港
か
ら
帰
し
た
こ
と
も
あ
り
、
朝
鮮
人
は
会
社
社
内
預
金
を
全
部
下
ろ
し
、
送
別
会
も
行
な
っ
た
（常
磐
中
郷
張
労
務
職
員
の
渡
辺
三
郎
に
よ
る
）
。
仰
　
こ
の
報
告
書
で
は
常
磐
炭
田
を
復
旧
さ
せ
る
た
め
に
、
「朝
鮮
人
の
急
速
帰
還
」
を
第
一
に
あ
げ
て
い
た
（外
務
省
編
『
初
期
対
日
占
領
政
策
・
朝
海
治
一
郎
報
告
書
』
上
　
四
〇
頁
　
一
九
七
八
）
。
０
　
こ
の
中
に
は
「同
僚
と
別
れ
て
別
便
で
の
出
発
を
希
望
」
す
る
常
磐
炭
張
長
倉
寮
の
朝
鮮
人
通
訳
の
三
上
輝
の
一
家
八
名
も
含
ま
れ
て
い
た
。
陶
　
『初
期
対
日
占
領
政
策
・
朝
海
浩
一
郎
報
告
書
』
上
　
四
五
２
四
六
頁
。
な
お
一
一
月
八
日
の
会
議
の
席
上
、
バ
ラ
ー
ド
大
佐
は
、
日
本
警
察
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
、
朝
鮮
人
、
共
産
主
義
者
ら
の
治
安
撹
乱
者
を
躊
磨
な
く
逮
捕
拘
束
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
（同
、
四
六
頁
）
。
従
っ
て
一
一
月
八
日
の
金
鐘
生
の
検
束
は
こ
の
指
示
に
基
づ
く
と
思
わ
れ
る
。
倒
　
詳
細
は
、
拙
稿
「哉
時
下
南
樺
太
の
被
強
制
連
行
朝
鮮
人
炭
張
夫
に
つ
い
て
」
一参
昭
弔
史
苑
（第
四
七
巻
第
二
号
）
銅
　
少
な
く
と
も
一
二
月
四
日
頃
ま
で
は
市
内
の
海
員
養
成
所
、
事
二
管
理
事
務
所
そ
の
他
に
収
容
さ
れ
「
し
だ
い
に
寒
気
加
わ
り
郷
愁
と
孤
独
の
中
で
化
し
く
過
ご
し
て
い
た
」
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
「新
潟
日
報
」
一
九
四
五
年
一
二
月
四
日
付
）
。
的
　
古
河
鉱
業
隅
好
間
鉱
業
所
「
営
業
決
算
書
」
。
働
　
『炭
労
十
年
史
』
六
一
頁
。
的
　
従
っ
て
朝
鮮
上
陸
は
一
九
四
六
年
に
入
っ
て
か
ら
と
推
定
さ
れ
る
。
一
方
、
新
潟
ま
で
引
率
し
た
会
社
労
務
職
員
は
全
員
が
一
一
月
二
〇
日
ま
で
に
出
張
先
か
ら
帰
任
し
て
お
り
（常
磐
炭
蹟
僻
職
員
給
与
台
帳
）
、
無
責
任
性
が
明
ら
か
で
あ
る
。
四
　
朝
鮮
人
の
一
部
は
再
び
常
磐
炭
田
に
一戻
り
、　
一
九
四
六
年
一
月
二
八
日
の
問
い
（湯
本
頑
労
組
書
記
長
代
理
の
佐
藤
善
雄
を
軟
禁
し
た
。
佐
藤
は
自
称
、
戦
前
の
日
共
党
員
で
、
戦
時
中
は
青
葉
寮
の
寮
長
、
労
務
助
手
を
し
た
）
に
参
加
し
た
。
例
　
た
と
え
ば
古
河
好
間
炭
頑
で
は
一
九
四
二
年
一
〇
月
２
四
六
年
二
月
の
全
鉱
員
分
の
郵
便
貯
金
払
出
高
は
、　
一
一
万
〇
一
一
九
円
九
二
銭
だ
っ
た
（営
業
決
算
書
）
。
側
　
被
保
険
者
タ
リ
シ
期
間
六
月
以
上
一
年
未
満
は
平
均
標
準
報
酬
日
額
の
一
五
日
分
、　
一
年
以
上
二
年
未
満
は
三
〇
日
分
、
二
年
以
上
三
年
末
満
は
五
〇
自
分
支
給
と
さ
れ
（
石
炭
統
制
会
東
部
支
部
文
書
）
、
た
と
え
ば
古
河
好
間
炭
頑
で
は
、
八
万
四
六
二
四
円
八
〇
銭
が
支
出
さ
れ
て
い
る
（営
業
報
告
書
）
。
の
　
各
社
ご
と
に
異
な
る
が
、
磐
城
炭
張
で
は
勤
続
二
年
以
上
を
対
象
者
と
し
た
（就
業
案
内
》
。
的
　
慰
労
金
（徴
用
解
除
手
当
）
は
標
準
月
額
又
ハ
最
近
三
ケ
月
ノ
平
均
収
入
月
額
が
支
給
さ
れ
た
。
さ
ら
に
新
規
被
徴
用
者
に
は
徴
用
慰
労
金
戦
時
下
常
磐
炭
国
に
お
け
る
朝
鮮
人
鉱
夫
の
労
働
と
闘
い
（長
澤
）
一
〇
〇
円
が
支
給
さ
れ
た
（石
炭
統
制
会
東
部
支
部
文
書
）
。
仰
　
福
島
県
警
察
部
文
書
。
働
　
金
斗
鈴
「
日
本
に
お
け
る
朝
鮮
人
問
題
」
（
日
本
共
産
党
『前
衛
』
一
巻
一
号
　
一
九
四
六
、
一
け
。　
な
お
常
磐
炭
碩
隅
労
務
課
の
未
払
い
賃
金
三
五
万
余
円
が
福
島
地
方
法
務
局
に
供
託
さ
れ
て
い
る
と
の
見
方
も
あ
り
（『故
郷
は
る
か
に
』
七
五
頁
。　
た
だ
し
筆
者
は
確
認
で
き
な
い
）
、何
ら
か
の
理
由
で
日
帝
、
石
炭
個
別
資
本
か
ら
の
支
給
金
が
朝
鮮
人
個
人
に
届
か
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
的
　
『福
島
県
労
働
運
動
史
』
四
四
ぞ
四
五
頁
。
働
　
『在
日
朝
鮮
人
史
研
究
』
三
号
の
巻
末
資
料
０
「福
島
県
警
察
部
中
朝
鮮
人
・
中
国
人
の
動
向
調
査
―
―
昭
和
二
〇
年
一
〇
月
―
―
」
参
照
。
問
　
「福
島
民
報
」
一
九
四
二
年
一
一
月
九
日
付
。
側
　
『福
島
県
労
働
運
動
史
』
二
五
頁
。
側
　
た
ま
た
ま
一
九
四
六
年
三
月
末
倉
庫
に
あ
っ
た
作
業
衣
の
盗
難
事
件
を
端
緒
に
、
労
働
組
合
側
が
倉
庫
の
調
査
点
検
を
要
求
。
拒
絶
さ
れ
る
や
多
数
の
組
合
員
が
倉
庫
に
押
し
か
け
毛
布
、
作
業
衣
を
持
ち
出
し
、
一
般
労
働
者
に
配
給
す
る
に
至
っ
た
（高
萩
炭
蹟
僻
高
萩
炭
蹟
労
働
争
議
の
経
過
。
一
九
四
六
年
四
月
二
八
日
）
。
側
　
的
に
同
じ
。
側
　
『
炭
労
十
年
史
」
六
一
員
。
古
河
好
間
の
朝
鮮
人
鉱
夫
（鄭
楽
源
）
も
同
内
容
の
証
言
を
し
て
い
る
。
側
　
参
加
者
は
四
〇
〇
名
で
、
日
本
人
と
朝
鮮
人
と
半
数
ず
つ
だ
っ
た
と
い
う
（「福
島
民
報
」
一
九
四
五
年
一
〇
月
三
一
日
付
）
。
側
　
旧
日
本
無
産
完
関
係
者
の
加
藤
木
誠
一
郎
（福
島
県
警
察
部
文
書
に
よ
る
）
。
∞
　
師
に
同
じ
。
∞
　
金
斗
鈴
「朝
鮮
人
運
動
の
正
し
い
発
展
の
た
め
に
」
（
日
本
共
産
党
『前
衛
』
一
六
号
　
一
九
四
七
、
五
）
。
口
　
新
聞
「赤
旗
」
三
号
（
一
九
四
五
年
一
一
月
二
二
日
付
）
の
「常
磐
炭
頑
争
議
報
告
―
―
成
功
の
面
と
失
敗
の
面
―
―
」
。　
記
事
執
筆
者
は
金
斗
鈴
と
見
ら
れ
る
。
本
稿
は
立
教
大
学
文
学
研
究
科
障
士
課
程
後
期
課
程
予
備
論
文
「常
磐
炭
田
の
被
強
制
連
行
朝
鮮
人
に
関
す
る
実
証
的
研
究
」
公
九
八
五
年
度
提
出
）
に
加
筆
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
紙
数
の
関
係
で
、
統
計
表
と
引
用
資
料
は
一
部
割
愛
し
た
。
本
稿
作
成
の
際
は
証
言
者
を
始
め
、
多
く
の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
と
く
に
資
料
、
現
地
調
査
の
面
で
楢
戸
静
雄
、
里
見
庫
男
の
両
氏
に
は
御
面
倒
を
お
か
け
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
致
し
ま
す
。
御
指
導
頂
い
た
立
教
大
学
の
山
田
昭
次
教
授
、
粟
屋
憲
太
郎
教
授
に
も
併
せ
て
感
謝
致
し
ま
す
。
（
立
教
大
学
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
博
士
課
程
後
期
課
程
）
一- 94 -―
句
―コ
コ
震
号
．
ｇ
ｌ
１
１
４
１
１
〓
―
一
九
八
六
年
度
立
教
大
学
史
学
会
大
会
報
告
一
九
八
六
年
度
立
教
大
学
史
学
会
大
会
は
、
十
一
月
二
十
九
日
午
後
、
本
学
十
二
号
館
第
二
会
議
室
で
左
記
の
通
り
、
研
究
報
告
、
総
会
の
順
で
行
な
わ
れ
た
。
研
究
報
告
自
由
論
題
「古
代
村
落
に
お
け
る
祓
に
つ
い
て
」
　
　
　
　
　
宮
瀧
　
一容
一
「敗
戦
後
の
中
小
商
業
者
意
識
―
倉
本
長
治
『
商
業
界
ゼ
ミ
』
を
中
心
に
―
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
里
ぶ崎
　
征
佑
海
外
研
究
報
告
「東
ア
フ
リ
カ
の
牧
畜
民
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
　
俊
「東
ド
イ
ツ
の
歴
史
学
と
文
書
館
」
　
　
　
　
　
　
木
村
　
靖
二
「古
代
ロ
ー
マ
史
の
世
界
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一向
橋
　
　
秀
総
会結
会
で
は
一
九
八
五
年
度
の
活
動
報
告
、
会
計
報
告
、
監
査
報
告
、　
一
九
八
六
年
の
予
算
案
が
承
認
さ
れ
、
会
長
と
し
て
石
橋
秀
雄
教
授
が
選
ば
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舎
臣
田
虎
男
記
）
史
苑
（第
四
七
巻
第
二
号
）
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